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.伊東光晴 教授 略歴

1927(昭 和2年)9月11目

1951(昭 和26年)3月

1954(昭 和29年)3月

1956(昭 和31年)3月

1956(昭 和31年)4月

1961(昭 和36年)4月

1967(昭 和42年)4月

1967(昭 和42年)

ユ970(昭 和45年)

1971(昭 和46年)

1977(昭 和52年)

ユ978(昭 和53年)

1980(昭 和55年)

1981(昭 和56年)

1981(昭 和56年).

1984(昭 和59年)

4月

7月

4月

月

月

月

4

4

4

1985(昭 和60年)4月

1985(昭 和60年)

1986(昭 和61年)

1988(昭 和63年)1月

1990(平 成2年)1月

ユ990(平 成2年)1月

生 まれ る

東 京商 科大学(現 一橋大学)卒 業

東 京商科大学(現 一橋大学)特 別研 究生(第1期 生)修

了

東 京商科大学(現 一橋大学)特 別研 究生(第2期 生)修

了

東京外国語大学講師

東京外国語大学助教授(外 国語学 部)

東京外国語大学教授(外 国語学部)(1970年3月 まで)

「経済政策 におけ る保守 と革新」 に よって第2回 「吉野作

造賞」受賞

法政大学非常 勤講師

法政大学教授(経 済学部)

千葉大学教授(人 文 学部)

理論経済学会 理事(1983年 まで)

千葉大学評議 員(1981年4月14日 まで)

千葉 大学教授(法 経学部)

千 葉大学評議員(1983年4月13日 まで)

「交通経済理 論 と政策への寄与」 によ り 「交通 文 化 功 労

賞」(運 輸大臣)受 賞

京 都大学教授(経 済学部)

(1987年3月31日 まで千葉大学教授併任)

経済学史学会幹事

経済政策学会常任理事

京都大学評議員(1990年1月 ユ0日まで)

京都大学経済学部長

京都大学大学院経済学研 究科長
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伊東光晴 教授 著作 目録

著書 ・共著

ケ インズ

大 量消費時代

コンメンタール ・ケイ ンズ一般理論(宮 崎 義一 との

共著)

近 代価格理論の構造

新 しい インフ レーシ ョン

経 済学 のすす め(佐 藤金三郎 との共 著)

日本産業 の再編成(近 藤完一 との共 著)

保守 と革新の 日本的構造

現代の資本主義

生 活の なかの経済学

現代経済を考 える

生活 のなか の経済学(講 談社学術文庫)

日本 の経済風土(三 戸 公,西 山忠範,平 田清明,飯
沼二郎,杉 岡碩夫,松 下圭 一 との対 談集)

行 革

ケインズー人類 の知的 遺産(浅 野栄一,水 田洋,青
木達彦 との共著)

経済学 は現実 に こた えうるか

国鉄 を考 え る(井 上 ひ さし との対談)

転 換期 の 日本経 済

経 済戯 評 現 実の中の経済学

技 術革 命時代 の日本
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日
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1962年4月

1964年4月

1964年10月

1965年6月

1966年1月

1968年5月

1970年9月

1970年12月

1971年3月

1972年4月

1973年4月

1976年8月

1978年12月

1982年8月

1983年6月

1984年5月

1986年3月

1986年10月

1987年2月

1989年12月

編著 ・共編等

ケ インズ経済 学
ケイ ンズ理 論の擁護 新

野 幸次ケイ ンズ 「一般理論」30年(新 飯 田宏,
司会担 当)郎,中 内恒 夫,山 田克己 との座談会,

講 座"現 代人 の思想"11変 貌す る資本主義(相 良
龍之介 との共編)
解説 ・変貌す る資本主義
静か なるイソフ レーシ ョソ

東洋経済新報社

平 几 社

1967年4月

1967年6月



伊東光晴教授著作目録

同琵
較羅昌踊 難 全鶴 良龍之介との共編)同

寡 占経 済論 理論 ・実務編(新 野幸 次郎 との共編)序説
第2章1

``世界 の名著"ケ インズ ・ハ胃 ッ ド

(宮崎義一 との共編)
ケイ γズの思想 と理論

経済 の思想(長 幸男 との共編)戦後 日本思想体系8
戦後経済 の思想(長 幸 男 との対談)

現代都市政策論1一 瓢(篠 原一 松 下圭一,宮 本憲
一 との共編)

日本 の都 市問題 と現 代資 本主義(1都 市政策 の基礎)
都市の経 営)都市経営 にお ける効 率 と平 等(IV

公営企業 にお ける公共料 金の決定(同 上)
日本経済 の集 中 と分散(華 山謙 との共著)(XI都 市
政策 の展望)

経 済思想の事典(住 谷一彦 との共編)

比較企業 制 シ リーズ 世界 の企業1-5(石 川博友,
植草益 との共編)
日本 の企業社 会 と経営5(国 際企業社会 と日本)

戦 後産 業史への証言1産 業政策(監 修)

地 方 自治の潮流
現代地方 自治 に課 せ られ ている もの一地 方 自治の
新 しい流れ

現代資本主義一 その理論 と現状(森 恒夫 との共編)
宮崎経済学 について(真 実一 男,笹 原 昭五 との座
談会)

現代経済学一 その現 状 と展 望(新 飯田宏 との共編)
いわ ゆる新古典派経済学 の基礎 前提批 判

地方財政 の再生 と経 営
地域経営 の論 理 と課題

上

有 斐 閣

中 央 公 論 社

筑 摩 書 房

岩 波 書 店

有 斐 閣

筑 摩 書 房

毎 日新 聞 社

学 陽 書 房

日 本 評 論 社

日本 評 論 社

学 陽 書 房

(151)151

1968年7月

1970年11月

1971年7月

1971年9月

1972-73年

1972年11月
1973年3月

同 上

1973年10月

1975年

1975-76年

1976年4月

1977年11月

1979年3月

1980年1月

1980年7月

1980年 ユ1月

論 文

循 環 と均衡

景気 循 環論 に お け るlagtheoryと
ant三nomytheory一 ピ ックス 理 論 と八
戸 ッ ド理論

ケイ ンズ ・コ ン メ ン タ ール(宮 崎 義 一 と

の 共 著)

1ケ イ ンズ 理 解 の焦 点

2古 典 派 雇 用 論 の公 準

3古 典 派 公 準 の 批 判

4有 効 需 要 の原 理

5賃 金 単 位 と労 働 単 位

「恐慌」河 出 書 房1952年7月

一 橋 論 叢28巻5号1953年5月

経 済 セ ミナ ー

経 済 セ ミナ ー

経 済 セ ミナ ー

経 済 セ ミブ.一

経 済 セ ミナ ー

No.29

No.30

No.31

No,32

No.33

1959年4月

1959年5月

1959年6月

1959年7月

1959年8月
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6所 得 ・貯蓄 ・投資 の定義

7所 得 ・貯蓄 。投資 の均等 と乗数

8資 本 の限界効率

9流 動性選好 と利子率

ユ0資 本 ・利子 ・貨幣 の本質

11ケ イ ンズ革命 の核心

12ケ イ ンズの社会哲学

ユ3ケ イ ンズ理論 の意義 と限界

ケインズ経済学の文献課題

物価は操作 され ている

日本の高度成長政策 の位置 と帰結

物 価 と賃金

郵便一限界 にきた公共事業

二 重構 造論の展望 と反省

物価問題の解 き方一 デ ィマ ソ ドブルか構
造変化か

流通機構

変革の意志を示せ

連載講座 経済学を学 ぶ前 に(長 幸男 と
の共著,対 談式)

1経 済学への興味

2経 済学へ の接近

3経 済学 の視点

4経 済学 の農閑

日本経済 の論 理 と行動

ケ イ ンズ

第146巻01号

経 済 セ ミナ ー

シュ ンペー ター

経済政策 におけ る保守 と革 新

資本 自由化 と経済 ナシ ョナ リズ ム

現代都市 と土地問題

巨視的動態論

変革 と修正一 比較経済体 制論へ の一視覚

No,35

経 済 セ ミナ ーNo.36

経 済 セ ミナ ーNo.37

経 済 セ ミナ ーNo.38

経 済 セ ミナ ーNo.39

経 済 セ ミナ ーNo.40

経 済 セ ミナ ーNo.41

経 済 セ ミナ ーNo.43

経 済 セ ミナ ーNo.55

世 界186号

経 済 評 論11巻1号

講 座"現 代"5「 資 本 主

義 の 再編 成 」 岩 波 書 店

世 界207号

「日本経 済 の 基 礎 構 造 」

春 秋 社

エ コ ノ ミス ト40巻18号

世 界215号

経 済 評 論12巻12号

経 済 セ ミナ ーNo.94

経 済 セ ミナ ーNo.95

経 済 セ ミナ ーNo.96

経 済 セ ミナ ーNo.97

世 界233号

経 済 学 史 講 座3「 経 済 学
の 展 開 」 第2編 第3章

有 斐 閣

同 上 第4章

世 界244号

エ コノ ミス ト44巻43号

世 界264号

近 代 経 済 学 講 座4「 成 長
と循 環 」 有 斐 閣

世 界270号

1959年9月

1960年10月

1959年11月

1959年12月

1960年1月

1960年2月

1960年3月

1960年5月

1961年4月

1961年6月

1962年1月

1963年1月

1963年3月

1963年5月

1962年5月1目

(臨)

1963年11月

ユ963年12月

1964年4月

1964年5月

1964年6月

1964年7月

1965年5月

1965年6月

同 上

1966年3月

1966年10月20日

(臨)

1967年11月

1968年4月

1968年5月
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医療問題 の経済 的性格

70年 代の 日本経 済

展 開=政 策体系 としての理論の確立

経済学 は現実 にこた えうるか

現 代経済 と福祉

経 済学 と現代

追 い込 まれた イルカ

連載講座 経済学を考 える

第1回 経 済学の転換期 か一市場 の中
を見 る2っ の目 と外部性 の脚光

第2回 外部性問題一 公害 の経済学(1)

第3回 同上 一公害 の経済学②

第4回 同上 一公害 の現実

公共料金 の決定(1)一平均 費用第5回
原理 と限界費用原理

第6回 同(2)一 混雑税論

策7回 同(3)一 混雑税論 の展 開

第8回 公共財 について

第9回 生存権か ら生活権 ぺ

第10回 現実 の矛 盾 と理論 の倒錯
一むす びにか えて

転換へ の視点

独禁法改正素案 を評 価する一物足 りぬ寡
占政策

ス ト権 と経営形態

国鉄 の破産 に提言す る

道義的批判か ら制度 改革 へ

強 きを助け る もの

科学 としての経済学

中産階級 にの しかか る税 負担 の不 公平
一不公平税制 と有 効需要政策

経簸擁 誘 通ゑ1港離 讐霞辮 謂

政と効率の矛盾

体制化された経済学

経 済 評 論18巻14号

繭臨 齪 日本瀦 」
経済学 全集3「 経済 学史」
筑摩書 房

世 界308号

世 界323号

エコノ ミス ト50巻55号

世 界328号

題…済 セ ミゴー一No.215

経 済 セ ミナ ーNo.216

経 済 セ ミナ ーNo.218

経 済 セ ミナ ーNo.219

経 済 セ ミナ ーNo.220

経 済 セ ミナ ーNo.222

経 済 セ ミナ ーNo.223

経 済 セ ミナ ーNo.226

W斉 セ ミナ ーNo.227

経 済 セ ミナ ーNo,228

世 界340号

エ コ ノ ミス ト53巻12号

経 済 セ ミヲー一No.252

世 界364号

世 界372号

世 界383号

経 済 セ ミナ ーNo.281

経 済 政 策基 本 問題 懇 談 会
報 告 書 「今 後 の経 済 政 策
の あ り方」 総 合 研 究 開 発

機 構

運 輸経 済 研 究 セ ン タ ー
『交 通 サ ー ビス の公 共 性

とそ の 経 営 形 態 に 関す る

研 究調 査 』

世 界494号

(153)153

1969年12月

1970年5月

1970年6月

1971年7月

1972年10月

1972年12月26日

1973年3月

1973年4月

1973乍5月

1973年7月

1973年8月

1973年9月

1973年10月

1973年11月

1974年1月

1974年2月

1974年3月

1974年3月

1975年3月18日

1976年1月

1976年3月

1976年11月

1977年10月

1978年6月

1978年12月

1979年3月

1979年7月
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熱力学 でみ た省 エネルギー

エ ネルギー問題 を どうとらえるか

第146巻 第1号

羅 認RA"齢 総合 ・979年・月
世 界406号1979年9月

医学 におけ る技術進歩 の状況 とその経済
的影響(北 村 元仕 との共著)

新鋭 医療機 器普及の実体

株式 会社を めぐる現実 と法(1)一(3)(河 本
一郎 との共著)

あるべ き行政改革 の主眼点

三 公社活性化へ の提言
上 国鉄蘇生 の為 の3っ の課題

下 電電専売 民営 化論 の虚 実

国内市場重 視の新 しい拡大政策を

社 会主 義経 済体 制の悲劇

経 済政 策におけ る現実性

ケインズとシ ェンベ比較ケイ ンズ学5
一ター一一九世紀の社会科学 と二〇世

紀の経済学

都市 ・交通問題解決へ の第三 の道一新 し
い公共政策を 求めて

ケイ ンズ再考

技術革新 の現在

政策提言 シ リーズ1国 鉄:地 方線 分離
に よる活 性化 が不可欠一再 建監理委は

幹線分割では国鉄は方 向を見誤 るな

救 えない一"監 理委路線"を 吟味す る
(山村喜晴 との討論)

摩擦対策:円 高へ三段階同シ リーズ2
の資本流 出抑制策 を一 まず生保資金ヘ

マージ ャンの世界の持 ち高規制導入

か らゴルフ的 ルールへ一 白らにハ ンデ
ィを課す決意 こそ(後 藤基 との討論)・

同シ リーズ3財 政再建=付 加価値 税導
入 と大借換 え政策 の断行を一放 置すれ経済
ば 国債 の 日銀 引 ぎ受けは不可避
理論 と現 実性 のは ざま一政治力学を配
慮 した付 加価 値税 の提案(歌 川令三 と
の討論)

資本主義はいかに変 わ ったか

技術革新の現在 と意味

「増大かっ多数化す る医

療需要 に対す る医療組 織
の対応 に関す る.研究」 総

合開発機構助成研 究

同 上

商 事法 務研究会 「商事 法務 」
884,885,886号

世 界435号

コLコノ ミス ト60巻7号

エ コ ノ ミス ト60巻8号

エ コ ノ ミス ト61巻2号

世 界446号

世 界449号

別冊 経済セ ミナ ー
ケインズ生 誕100年

エ コノ ミス ト62巻18号

経 済学論集(中 央大学)
第26巻1・2合 併号

世 界474号

1980年5月

同 上

1980年10-11月

1982年2月

1982年2月23日

1982年3月2日

1983年1月11・
ユ8日(合)

ユ983年1月

1983年4月

1983年4月30日

1984年5月1・8

(合)

1985年3月

1985年5月

エコ ノ ミス ト63巻25号1985年6月11日

エ コ ノ ミス ト63巻30号1985年7月9日

エ コノ ミス ト63巻34号1985年8月6日

世 界476号

「先端 技術 と日本経済」

日本評論社

1985年7月

1985年8月



伊東光晴教授著作 目録

「長期的 な税制 のあ り方

税制改革の基本的視点(共 同研究の報告)

わが国における電気通信事業の今後

首都圏における交通問題と交通政策

比較経済学序説

経済学と都市政策

ソフ ト医療機関 の提 唱

巨大技術 の経済学

JR(旧 国鉄)を 再 分割 せ よ一依然 とし
て残る3っ の課題

静か なる狂乱

現代経済 学研究の課題

荒海 に船 出す る日本経済

国鉄 ・電電改革 とは何だ った のか

地 方分散が東京集中を招 く

税制改革 は どうあるべ きか

消費税 とリクルー ト

日米構造協議 に異議 あ り

日本 の物価 はなぜ高 いか どうした ら安
くなるか

都留 重人 におけ るマル クス主義 の影響

に関す る研 究」総合研 究

開発機構

日本地域開発 セ ンター
「電気通信 事業 の今後 の

方 向に関す る研 究」

「日本交通 学会 年報」
ユ985年

経 済 論 叢137巻3号

「経済 学で現代を読む」
大 阪書籍

財 団法 人沖 中記念成人研
究所 「望 ましい医療体 制
の実証 をめ ざして」

世 界490号

エロノ ミス ト65巻20号

世 界503号

経 済 評 論36巻10号

世 界511号

世 界515号

世 界517号

世 界520号

世 界526号

世 界534号

月刊 国 民 生 活

思 想 の 科 学463号

(ユ55)155

1985年9月

1986年2月

1986年3月

1986年3月

1986年5月

1986年5月

1986年7月

1987年5月5・
12日(合)

1987年7月

1987年10月

1988年1月

1988年5月

1988年7月

1988年10月

1989年4月

1989年11月

1990年3月

1990年3月

欧 文 論 文

Astructuralanalysisofconservative

andprogressivef・rcesinJapan・

Jobslostandgainedthroughmicro-

economics.

Speculationimmobil三 さreatokyo;com-

meatarr&erPescalade?

Tokyo'sgrowingpains・

Quelledecentralisationpourlacapi-

tale?

Journal己 ゾSocial翻4

凡 」``∫じalIdeasinJap"'z.

JapanEclめ,Vol.12,

No.3.

σα飯 θアsduJap・ η,Ann.

9。,No.34.

JapanEc加,Vol.14,

No,3.

CahieアsduJapon,Ann・

106,No.38.

Aug.1966

Autumn1985

hiver1987

Autumn1987

hiver1988



156(156)第146巻 第1号

Comingt

blem.・termswiththeT。kyop「"燃 助

Sh。dd,,。 。,、,,h。dyp・li・i・ ・.盈 望 地

Vol・15・Autumn1988

Vol.16,Summer1989

対談 ・座 談会等

高 成長は国民生活を豊 かにす るか(有 沢
広巳,美 濃部亮吉,長 州一二,宮 崎勇
との座談会)

二 重構造論 の再検討(篠 原三代平 との討
論)

経済 白書 の批判 的解説(宮 沢健 一 藤野
正三郎 との座 談会)

日本経済 の成長 と均 衡(長 州一二,大 来 』
佐武郎,宮 崎義一 との討論)

戦 後経済 学の足 あと(佐 藤 金三郎 との対
談)

経済 白書の盲点をつ く(中 村禿一郎,冨塚文太郎
,宍 戸寿雄 との座談会)

検討 と批判S39年度経済 白書特集号
過剰生産か需要不足 か(長 州一二,鎌
倉昇,竹 中一雄 との座談会)

恐慌一現代資本主義論 の立場 か ら(有 沢
今井則 義 富塚文 太郎,吉 富勝広 巳,

との座談会)

現 代にお け る価 格 と価 格政策(川 口弘 と
の対談)

国際的 条件 とケインズ政策 の限界(宮 崎
義一 との対談)

マル クス経済学 と近代経済学(長 州一二,

福岡正夫 との座談会)

.戦 後 日本経済分析の成長 と展望(シ ンポ
司会担当)ジウム

安場保吉,討 論参近代経済学(報 告

内田忠夫,馬 場正雄)加 古川哲
,討 論マ ル クス経済学(報 告

参加 長 州一二,高 橋誠)

都市計画を点検 する(井 出嘉憲,川 上秀光
,加 藤晃,小 林 陽太 郎,篠 原「 高

中村隆英,松 下 圭一,宮 木憲一橋裕
との座談会)

書評のあ り方(大 岡信,河 合秀 和,杉 浦
明平,遠 山啓,山 住正己 との座談会)

市民運動は産 業社会を変 えうるか(清 水
慎二,清 水嘉 治,高 島通敏 との座談会)

世 界179号 1960年11月

経 済 評 論10巻6号1961年6月

エ コ ノ ミス ト39巻30号1961年7月25日

世 界194号

経 済 セ ミナ ーNo.103

エ コノ ミス ト41巻30号

経 済 セ ミナ ーNo.110

経 済 セ ミナ ーNo.115

1962年2月

1965年1月

1964年7月30日

(臨)

1965年8月

1965年12月

経 済 評 論16巻5号1967年5月

経 済 評 論17巻4号1968年4月

経 済 セ ミナ ーNo.145

エ コ ノ ミス ト

世

世

1968年4月

47巻53号1969年12月2目

界294号

界300号

エ コ ノ ミス ト49巻16号

1970年5月

1970年11月

1971年4月25団

(臨)



伊東光晴教授著作目録

問われ る日本の国際化路線(河 野健二,
斉藤孝,大 江志乃夫 とのシ ンポ ジウへ
司会担 当)

経 済学の新 しい地平一既成 の理論体系を
どうの りこえるか(長 州一二,岩 田昌

征 との座談会,司 会担 当)

拡大す る病根を どうとらえ る(新 野幸次
郎,山 田浩之 との座談会)

現代都市政策 の可能性(篠 原一,松 下圭
一,宮 本憲一 との座談会)

現代 インフ レの政治 力学(高 島通敏,村
上泰亮 との座談会)

特集 ・企業 の社会的責任 をつ く 法人 に
プライバ シーはない(相 良 竜介 との対

談)

七十三年論壇 回顧(1).追 求 しぎれ る現
実 の重 み(高 瀬普天,見 田宗介,田 中
仁彦 との座談会)

社会科学50年 の証言39,40(都 留重人 と
のイ ンタ ビュー)

現代資 本主義 の分析視角

新 たな政治経済学 の構築

新 しい自由経済 への道一市場 機構 の蘇生
を考 える(渡 部経彦 との対 談)

戦後 思想 の潮流(座 談会)

15年 周期 の波動(城 塚 登,判 沢弘,
山 田宗睦)

2意 志決定の 日本的構造(同 上)

5,6ナ シ ョナ リズムの系譜1,2
(同上)

7,8崩 壊 した新教 育の理念1,2
(同上)

9-11基 本 が欠落 した生 活の隆盛1
-3(城 塚登,判 沢弘,多 田道太

郎,山 田宗睦)

12,13文 化 ・文 明論 の軌 跡1,2
(城塚登,判 沢弘,山 田宗睦)

国家 と民 衆の連関1-3(城14-16塚 登
,神 島二 郎,判 沢弘,山 田宗睦)

17,18七 〇 年以後1,2(城 塚登,

半円沢弘,山 田宗睦)

31-33経 済思想 マル クス経 済学1
-3(佐 藤 金三郎 .大雄一)

エ コ ノ ミス ト

(157)157

ユ972年4月27目50巻18号

(臨)

経 済 セ ミナ ーNo,202

エ コ ノ ミス ト

世

ユ972年5月

1973年1月2・r51巻1号

9日(合)

界326号

エ コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミス ト

1973年1月

1973年4月22目51巻16号

(臨)

51巻21号1973年5月22目

エ コ ノ ミス ト51巻54号 ユ973年12月25目

エ コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミス ト

52巻19.号

52巻20号

エ コ ノ ミス ト52巻34号

エ コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミ ス ト

ニ コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミス ト

ユ974年5月7日

1974年5月14目

1974年8月17目

(臨)

52巻46号1974年11月5目

52巻48号

52巻51,
52号

52巻53,

54弓.

53巻1一エ コ ノ ミス ト

3号

エ コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミス ト

昌 コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミ ス ト

街巻

号

r53

5

,
号

　

　

巻

'

53

8

皿巻

号
53

11

一25巻

号
53
27

1974年11月12日

ユ974年12月3,

10日

ユ974年12月17,

24日

ユ974年12月31日
・1975年1月7昌

(合),14,21目

1975年1月28目,

2月4日

1975年2月11,

18,25日

1975年3月4日,

11日

1975年6月10,

17,24日
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近 代経済 学(新 野経済思想34-36
幸二郎,村 上泰亮)

体制 の思想3-454-55
官僚 の思想①,②(天 谷 直弘,草
柳大 蔵)

現騰 醗 治(松下圭一 宮本憲一と

経済学 の ここがわか らない対話篇(永 井
進 との対 談)

理論 と政策の 日本的土壌1

2

戦 後産業史へ の証言第19-4ユ 回 産業政
策 ユー23

産業政策1-3佐 橋滋 へのイ ンタビ
ュ 　

4-8林 信太郎へ のインタ ビ苫一

9-10中 山素平への インタ ビュー

11-12永 野重雄へ のインタ ビュー

13-15有 賀美智子へ のインタ ビュー

16-17熊 谷典文へ のインタ ビュー

18-19.今 井 善衛へのイ ンタビュー

20-23泉 美 之松,吉 国二郎,高 文木
雄 との座談会

家康,徳 球,自 然改現代社会を考 える

造(高 橋裕,華 山謙 との対談)1

2

企業風土論(三 戸公 との対 談)1

2.

日本農業 は どう変わ るか(安 達生垣,今
村奈 良臣,坂 本慶一,玉 城哲,古 田武
彦 との座談会)

攻 撃 され る円(加 瀬正一,吉 富勝 との座
談会)

流通革命 の日本的風 ⊥(新 風土論)(杉
岡碩夫 との対談)

企業 と法 の日本的風 土(西 村忠範 との対
談)

エ コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミス ト

世 界

経 済 セ ミナ ー

経 済 セ ミナ ー

・エ コ ノ ミ.ス ト

」」コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミス ト

ニ コ ノ ミス ト

ニ コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミス ト

エ コ ノ ミス ト

経 済 セ ミナ ー

経 済 セ ミナ ー

経 済 セ ミ ナ ー

経 済 セ ミ ナ ー

世 界

世 界

経 済 セ ミナ ー

経 済 セ ミナ ー

53巻28,1975年7月1p

30,31号8,15日

53巻51,1975年11月18,

52号.25日

356号1975年7月

No.250

No.251

54巻21-

23号

54巻24-

28号

54巻30,

31号

54巻32,

33号

54巻34,

35,.37号

54巻38,

39号

54巻40,

41号

54巻42-

45号

No.262

No,263

No.267

No.268

378号

386号

No,276

No.277

1975年U月

1975年12月

1976年5月11,

18,25目

1976年6月1,

8,15,22,29日

1976年7月6.

13日

1976年7月20,

27日

1976年8月3,

10,17日

ユ976年8月24,.

31日

1976年9月7,

14日

1976年9月21,

28日,ユ0月5,

12日

1976年11月

1976年12月

1977年4月

1977年5月

1977年5月

1978午1月

1978年1月

1978年2月
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欧 米経済社会考(助 川顕,長 幸男,平 出清
明 との座談会)

経済 学の風土 と歴史の教訓(尾 上久雄 と
の対談)

経済学を 学び始 めた頃(尾 上 久雄,佐 和
隆光 との対談)

「不確実性 の時 代」考(酉 村周三 との対
談)

銀行行政 の緊急課題 は何 か(徳 田博美 と
の対談)

忘奮 られた繍 学者(宮 嚇 『との対

経営 体 と して の新聞(北 田正志 との対談)

金融 界最 大の テーマは何か(川 口弘,庭
山慶一 郎 との座 談会)

80年 代に向か う日本経済(宮 崎勇 との対
談)

最新 中国事 情(宮 川 公男 との対談)

フ リー ドマ ン経済学 を斬 る(伊 賀隆 との

対 談)

保守 と革新 のはざまで 変革 の新風 に日
本 は どう対処す るか(平 田清 明 との対
談)

ゼ ロサ ム化す る 日本経済(辻 村江太郎 と

の対談)

日本的企業社会 の行方(伊 賀隆 との対談)

現代医療経済の問題点(紫 芝 良昌,西 村
周三 との討論)

老後保障の俗説を排す(地 主重美,高 山
憲之 との討論)

経済 学 と社会文脈(佐 和隆光 との対談)

大学 教育の基本を問 う(隅 谷三喜男,な
だい なだ との討論)

技術 開発 と私有の論理(赤 木昭夫,道 家
達 将 との討論)

公共 投資の政治経 済学(草 山謙,中 西準
子 との討論)

デパ7ト ・スーパ ーの経 済学(堤 清二 と
の討論)

どこへ行 く これか らの 日本(多 元討論

総 合司会担当)

世 界389号

経 済 セ ミナ ーNo,280

経 済 セ ミナ ーNo,280

経 済 評 論27巻6号

ニ コ ノ ミス1・56巻23号

経 済 評 論27巻8号

世 界394号

エ コ ノ ミス ト57巻1号

経 済 セ ミナ ーNo.282

経 済 セ ミナ ーNo.300

経 済 セ ミナ ーNo,311

;[コ ノ ミス ト59巻26号

エ コ ノ ミス ト59巻49号

経 済 セ ミナ ーNo.323

世 界439号

世 界439号

経 済 セ ミナ ーNo,330

世 界.441号

世 界4《3号

世 界445号

世 界451号

'
エ コ ノ ミス ト61巻24号

(ユ59)159

ユ978年4月.

1978年5月

1978年5月

1978年6月

1978年6月 ユ2日

(臨)

1978年8月

工978年9月

197呂年12月26日
・1979年1月2

日(合)

1979年1月

1980年1月

1980年12月

1981年7月5日

(臨)

1981年11月30目

1981年12月

ユ982年6月

1982年6月

1982年7月

1982年8月

1982年10月

1982年12月

1983年6月

1983年6月20日

(臨)
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科学 と技術 の進歩 を問 う(西 村肇,松 本寛)

日本的 大衆社会 を超 えて(中 岡哲郎,西 部通)

2つ の経済体制 に共通す るジ レシマ(佐 藤経 明,青 木 昌彦)

人間 シュンペ ーター(都 留重 人,金 指基
一 司会一 との座 談会)

59年度 予算を考 える(丸 山英人 との討論)

P一般理論』 とは何 であ ったのか(浅 野
栄一 との対談)

現代経済学 の課題(対 談)

①経 済学は これ でよい のか(竹 内 啓)

② 新古典派経済学へ の挑戦(塩 沢由典)

③ マル クス経済 学の新 地平(本 山美彦)

④ エコ ノ ミス トと経 済学者(竹 中一雄)

⑤経済 学は役に立つ のか(角 本 良平)

⑥ 日本の経済学者 と経済学教育(新 野
幸次郎〉

日本 は21世 紀 のパ ラダイムを どう描 くか
(島 田晴雄 との対談)

戦後体制 のルールが問われ ている(佐 々
木毅 との対談)

われわれ は 「日本」を こう説 明す る(河矢野 暢 と
の シンポ合隼雄,野 田宣雄,

ジ ウム)

別冊経済 セ ミナー シ ュ

ンペ ー タ ー再 発 見 生 誕

100周 年 記 念

世 界461号

経 済 セ ミナ}No.372

経 済 セ ミナ ー

経済 セ ミナ ー.

経 済 七 ミナ ー

経 済 セ ミナ ー

経 済 セ ミナ ー

経 済 セ ミナ 　

No,380

No.381

No.383

No.384

No.386

No.388

エ コ ノ ミス ト68巻19号
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